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雪印メグミルク、ESG 投資指数「FTSE JPX Blossom 

Japan Index」構成銘柄に初選定 

 

雪印メグミルク株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：佐藤 雅俊）は、「「FTSE「JPX「

Blossom「Japan「Index※１」および「FTSE「JPX「Blossom「Japan「Sector「Relative「Index※２」の

構成銘柄に選定されました。「FTSE「JPX「Blossom「Japan「Index」への選定は今回が初めてと

なります。 

 

「FTSE JPX Blossom Japan Index」および「FTSE JPX Blossom Japan Sector Relative 

Index」は、グローバル インデックスプロバイダーである英国 FTSE Russell 社が作成する、

日本企業のパフォーマンスを反映する ESG（環境、社会、ガバナンス）投資指数で、両指数

は、年金積立金管理運用独立行政法人(GPIF)により採用されています。 

 

「FTSE JPX Blossom Japan Index」は、コーポレートガバナンス、健康と安全性、腐敗防

止、気候変動といった分野で評価が行われており、構成銘柄である企業は、環境、社会、ガ

バナンスに関する様々な基準を満たしています。 

なお、「FTSE JPX Blossom Japan Sector Relative Index」は 5 年連続の選定です。 

 

雪印メグミルクグループは、創業の精神である「健土健民」のもと、誠実かつ公正な企業活

動をすべての基盤とし、「食の持続性」の実現を通じて人と自然が健やかにめぐる食の未来

を育み、持続的な企業価値の向上に努めてまいります。 

 

※1  FTSE JPX Blossom Japan Index 

ESG について特定の対応を行っている企業のパフォーマンスを測定するために設計され、

サステナブル投資のファンドや他の金融商品の作成・評価に広く利用されている。 

 

※2 FTSE JPX Blossom Japan Sector Relative Index 

各セクターにおいて相対的に ESG について特定の対応を行っている企業のパフオーマンス

を反映するインデックスで、セクター・ニュートラルとなるよう設計されている。低炭素経

済への移行を促進するため、特に温室効果ガス排出量の多い企業については、TPI 経営品質

スコアにより改善の取り組みが評価される企業のみを組み入れている。 

 

 



 

【雪印メグメグミルク サステナビリティサイト「】 

https://www.meg-snow.com/sustainability/ 

【FTSE「Blossom「インデックス・シリーズ】 

https://www.lseg.com/ja/ftse-russell/indices/blossom-japan「 
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